
保健活動の取り組み

JA北海道厚生連
網走厚生病院

看護部 健診センター科長

加藤 留美子



栃木県が収まる面積を担当
（東京ドーム128個分）

担当地区 2市8町担当地区人口 21万人

担当地区医師数 375人
（北海道医師数 13,731人）

北海道全医師の割合比較
（札幌49％に対し当地区2.7％）

医師一人当たり対象者数
570人余り



①施設概要
開設 昭和19年10月15日

構造規模 鉄筋コンクリート造 地下1階 地上9階

付属施設 患者駐車場
訪問看護ステーション
健診センター（保健師：6名、看護師：2名、事務：8名）
院外調剤薬局

標榜科 15科 常勤医師数＝22名
内科、消化器科、循環器内科、小児科、外科、脳神経外科
整形外科、産婦人科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
眼科、麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

特殊診療科 人工透析室（35床・2部）

病床数 242床（一般190床・地域包括ケア52床）

病棟数 5病棟



・ 一日受け入れ最大人数 男性：24名 女性：21名

・ 令和3年度人間ドック実績

受診者合計：4,585人 平均稼働率：88％

一日平均受診者数：18.9人

・ 日常診療している医師の協力を受け、健診事業が成り立っている

（診察・読影～内科、循環器科、小児科、外科、産婦人科、脳外科、眼科）

・ 人間ドックの他、巡回バスを利用した巡回ドックも実施（年10日間程度）

①施設概要

【５年前 実績】
・一日受け入れ最大人数
男性 20名
女性 19名
・受診者合計：4,410人
・平均稼働率：92％
・一日平均受診者数：18人



②力を入れて取り組んでいること

従業員の精密検査
受診強化

オプション検査の

充実
タスクシフト

・受診者全体受診率
80％

・従業員受診率
2018年 63％
2020年 69.8％

胃内視鏡検査開始
（2022年12月より）

※2月から経口・経鼻
選択制

眼底検査
（保健師・看護師実施）

↓

視能訓練士へ移譲



②力を入れて取り組んでいること

•病院併設の利点を活かす
精検受診を要する受診者に対し、対象科の受診予約
一部診察前検査の予約取得

•感染対策の強化
環境整備：椅子 布張り→合成皮張り

受診者毎のテーブル設置・座席指定
パーテーション・空気清浄機の設置

オリエンテーションの一部動画案内
受診前体調調査表によるチェック

•受診者満足度調査（年1回実施）
ご意見のあった内容に対して改善



③現状の課題

・コロナ禍以降、昼食提供の中断

再開に向けて、スタッフからのアイディアはあるが・・

具体的な再開目途が立っていない

・保健指導に対する調査結果

面接：4割、電話：3割、メール・LINE：3割の希望

メール・LINEは安全性確立の面から活用まで至らず



③現状の課題
•人口減・高齢化による、人間ドック受診率の減少

送迎を視野に入れた取り組み

•医師数減少による健診業務の全般的負担

嘱託医の確保・業務内容を精査しタスクシェアの運用

•健診センタースタッフ減による、巡回ドックの見直し

人間ドックへ一部集約化し健診の質向上

R3実績
巡回総受診者数：259人
定期健診総受診者数:632人

【C3以上判定者】
脂質・血圧・糖・肝機能
巡回：65.6％
定健：46.6％

※上記対象者精検受診状況まで
把握できていない現状



ご清聴ありがとうございました。
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